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家政婦２＊ Ｎ・ＭｃＫａｙ 2.5 ３ １ 5６ 
航空会社
秘書Ｂ・Diamond ４ １ ２ 6１ 
看護婦JCarlton ２ ２ 2.5 6４ ９ 
氏名はいずれも仮名であり，－は無回答を示す。＊はCondoの住宅である。
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'よ高齢女性のキャリアを認めようとしない」ために，ついに思うような再
就職はできなかった。すでに60歳も過ぎてしまったので，かつてほど強く
再就職を希望していないようだｶｮ，かといって現在の引退生活に満足し切
れないでいるのだろう。
４）女性だけでなく高齢者に対する退職勧奨は，定年延長法が制定されてから少
なくなっているはずだが（J､Ｗ、WalkerandHLLazer，ＴﾉｳｃＥ"‘ｏ/゛
ＭｚＭα/oγｙルガァe腕c"/,1978,拙稿「アメリカにおける定年延長法下の雇用
保障｣，『季刊社会保障研究』８１年冬季号)，とくに女性のぱあい，そうは簡単
になくならないのだろう。
サン・ディエゴのシティ・ホールにて
このように個々の高齢者に当ってみれば，折角の勤労意欲が実現されな
かったり，－人暮しの寂しさや不十分な所得や女性の地位の低さなどにも
とづく不満が存在する。だが，ランチョ・バーナードの生活そのものへの
不満はほとんどなく，とくに面接した高齢者は非常に健康だったので，現
在の引退生活に満足している高齢者が多かったように思われる。少なくと
も現在の生活を積極的にエンジョイしようとする前向きの姿勢を持ったエ
ピキュリアンが多いのである。その意味で，より低学歴で前職の職業階層
が低く，ブルーカラー出身の高齢者が，余暇を楽しむ経験を持たず，引退
ブロフアイノレ
委譲慢性病|露|鵜蕊口議flそ｡内訳|瀞|鰯 所属クラブ
LWJ北髻､三Hlj婆
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とともに所得も低下し，しかも楽しみもなく役割喪失感に陥ってしまう５）
のとは，いちじるしく異なっている。サン。ディエゴ市役所の高齢者サー
ビス事業についてもヒヤリングしてふたが，その主要な対象になっている
低所得や不健康などの高齢者生活とは顕著な対鰺照を示している。
５）ＲＣ・Atchley,SoCjoJogyQ／Ｒｃ"ｒｃｗｅ"/,1976,chap･３～4,8～9'また拙稿
「リタイヤメントの社会科学｣，大原社研『研究資料月報」８３年11月号を承よ・
市当局の高齢者福祉サービスは'2項目ほどにまとめられるが，かならず
しも特定の高齢者だけを対象としているのではなく，高齢者一般を対象と
した事業も多い。すでに救貧政策から脱却し高齢者全体を対象とする福祉
政策に転換しているのである。（')高齢者サービスに関する情報の照会への
対応。これは市内５ケ所のサテライト゜ステーションにおもにヴォランテ
ィアが詰めており，週２千件近くも高齢者にさまざまな情報を提供してい
る６)。(2)保険の分析と推薦。すでに，例えばメディケアとのギャップを埋
めるための私保険が発達しているが，大した価値のない保険を購入させら
れるケースが多い，といわれている。そこで公的にさまざまな保険の価値
を評価し，より適切な保険を推薦することで，平均して1件あたり何'００
ドルもの浪費を防止しているという。(3)保健サービス゜後出の給食プログ
ラムの出先に看護婦などが詰めており，健康相談や血圧測定などを無料で
行う。さらに保健サービスの専門機関と連係をとると同時に，必要に応じ
て看護婦の家庭訪問も行う。
６）このなかには高齢者割引きの情報も含まれている。ショーや小旅行やレスト
ランなどには何％かの高齢者割引きが行われるぱあいが多いが，その情報が提
供されると同時に，ドルで割引きカードが販売されている。そのほか，耳の悪
い高齢者には，テレタイプや手話によってさまざまなサービスも行われてい
る。そのためのヴォランティアには，耳の悪い高齢者も参加している｡
こうした一般的サービスのほか，(1)電話パートナー。サービス゜家にこ
もりがちの－人暮しの高齢者に対して，元気づけのために日曜祭日もなく
－日に一回は電話サービスが行われている。そのために20人あまりのヴォ
ランティアが常時従事している。(2)病院・家庭訪問。これもヴォランティ
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アを中心として行われるが，入院中の病人や退院して家庭で回復しつつあ
る高齢者に対して慰問が行われている。(3)雇用サービス。就業を希望する
高齢者に対して，雇用カウンセラーがそのニーズを評価すると同時に，職
業紹介を援助している。年間千件近くも扱うそうだが，それとともにその
ために求人も開拓しており，高齢者ができる仕事ならなんでも紹介すると
同時に，フルタイムやパートタイムなど，いろいろな勤務形態を斡旋して
いるようである。(4)教育プログラム。例えば読永書きの不自由な高齢者や
若者に対して，いろいろな言語で読糸書きできるようになるための教育訓
練がマン・トゥ・マンで実施されており，何百人かのチューターが活動し
ている。そのほか，高齢者のさまざまな能力を高めるためのプログラムも
行われている。(5)給食サービス。市内何ケ所かの公立学校などのキャンパ
スで，低所得などの高齢者に対して65セントであたたかい昼食を提供して
いる。何かの理由で調理のできない中高齢者にも１ドルで提供している。
そのほか，低所得などの高齢者が多く住んでいるモデル地区を対象として，
家にこもりがちの－人暮しの高齢者にも85セントであたたかい食事を提供
している。全体で１日２千食ほども提供しているそうである。
これらの事業の多くには，エイジェンシーに組織された，高齢者も含む
ヴォランティアが従事しているが，シティ・ホールではこのようなヴォラ
ンティア希望者と面接し，選択し，適切に配置しており，市民の専門的な
知識や技術をできるだけ広く活用するよう工夫されている。このような地
方自治体の高齢者福祉サービスは，前述のように特定の高齢者だけでな
く，高齢者全体も対象しているが，事実上，対象の中心になるのは，低学
歴，低所得，病弱，有色などの特定の高齢者に多い。このような公共福祉
の対象になる高齢者とランチョ・バーナードなどの高齢者を比較すると，
いかに所得や健康などの面で高齢者内部に大きな格差があるかがわかるだ
ろう。
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5．有料老人ホームとの比較
日本型ホームの問題点
これまでランチョ・パーナードの高齢者コミュニティについて概観し，
いかにもアメリカらしい中流以上の高齢者の生活を垣間ふてふたが，こう
したコミュニティと比較して，日本の有料老人ホームがどのような特徴を
持っているかについて若干考察しておこう。
日本の有料老人ホームについては，二つの異なったタイプについて見聞
したことがあるが，一つは分譲マンションが温泉地の既存のコミュニティ
の一角に位置しているケースであり，もう一つは返済制度付きの入居金方
式で別荘地のなかに独自のコミュニティを形作っている。いずれも静岡県
の気候温暖な保養地に存在するが，共通して指摘できることは独立したコ
ミュニティとしてきわめて不十分だ，ということである。もっともマンシ
ョンの方は既存のコミュニティのなかにあり，地方自治体の老人医療の便
宜が受けられたり，既存の住民と共通の病院や商店街などを利用できる点
ではランチョ・バーナードのケースに似ているが，大きな温泉地に立地し
ているという制約を免がれない。もう一つは，別荘や保養所などの多い地
域に比較的広い敷地を持ち，二階連の集合住宅と病院や食堂などの共用施
設の建物から構成されているが，リゾートだけに生活上のさまざまな不便
がある。
マンションの方は，分譲価格が１ＬＫ，２Ｋ，１ＬＤＫなどで２～３千
万円もし，ほかに管理費を支払っているから，ちょっとしたホテル並みの
居住性を享受できるが，ほぼ同じ間取りで利用権価格が２人入居で２千万
円を上回るコミュニティの方は，管理費もいくらか安いが，公営団地並永
のアメニティしか期待できないようだった。ただし，共用の大きな食堂や
浴場が備えられているのは，アメリカなどにはない利点だ，といってよい。
とくに食堂があることは，長い間の炊事労働から主婦を解放し，非常に
歓迎されている面もある。しかも食事そのものが，高齢者向けに健康的に
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管理されており，アメリカなどでは家られないメリットがある。しかし，
肥満や成人病の予防の面は理解できるとしては，比較的限られたメニュー
を決まって時間に摂らねばならぬことにはアメリカの高齢者は到底適応で
きないだろう。というのは，すでに触れたように彼らの自己主張というの
は実はこれだったのか，と思えるほど，好きなときに好きな物を食べるこ
とにこだわるようだからである。さらに共同浴場だからだけでなく，幼い
頃母親などから強制されていやいやパスに入ったことが高齢化してから思
い出すのか，アメリカの高齢者はパスを使うことを避けようとする向きが
あるようである。こうした点は気候風士や風呂好きの日本人の特性を基準
として理解しなければならないだろう。
このように日本の実状に対応した施設やサービスもあるが，施設やクラ
ブ活動などの充実の水準はあきらかにランチョ・パーナードの水準より劣
っている。例えば「有料老人ホーム」にも体操室などはあるにせよ，また
近くにある施設を利用すればゲート・ホールやゴルフなどを楽しむことは
できるとしても，ランチョ・バーナードの水泳，ローン．ポウル，テニス
などの施設にくらべれば，スポーツ設備はより劣っている。またクラブ活
動も，日本のぱあいは，けいこごとに特化しており，ランチョ．バーナー
ドにくらべて多様性の点で貧弱だ，といわざるをえない。これも一概に評
価すべきではないだろう。アメリカの高齢者の好糸がスポーツなどを始め，
いわば動なのに対し，日本の高齢者の多くは散歩のような静なのである。
サークル活動ではアメリカは娯楽的であるのに対し，日本の方は教養．修
養的であり，習いごとを好むのである。それにしても，見聞した図書室の
貧弱さは，ランチョ・バーナードの図書室と比較すれば明瞭である。この
ような共同施設などについては，せいぜい300戸足らずの集合住宅なので，
ランチョ・バーナードなどとは異なり，いわば規模の経済性を発揮できな
い面のあることも看過できない。
さらに日本のぱあい，隣近所に気を使うことの多い集合住宅であるうえ
に，専有の居住空間がなんとしても狭く，窮屈な感じを免がれない7)。あ
１３４高齢者コミュニティの素描
る調査によると，有料老人ホームの専有面積は広くても20坪足らずに止ま
っており，前述のとおりランチョ・バーナードの半分くらいでしかない8)。
この点は，あきらかに入居者のニーズを下回っており９)，入居者の不満の
一要因にもなっている。現にマンション型の入居がより広い住宅から先に
決まっていく，という事実にもあらわれる。さらに，キヅチンなどの設備
などもかならずしも“リッチ”とはいえないようである。訪問したマンシ
ョンの方は比較的ましだったが，コミュニティの方はお粗末だった。その
面でも公営住宅のイメージが強いのである。
７）なお，新しい住宅問題については，木下茂徳「ニューメディア時代における
高齢者住宅のあり方及び生活変化の対応について｣，老人福祉開発センター中
間報告，1985年なども承よ・
８）全国有料老人ホーム協会「有料老人ホーム実態調査」1983年を糸よ･
９）同上「有料老人ホームに関する需要動向と利用者ニーズの調査報告」1984年
を糸よ・
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管理費・光熱費のほかに食堂を利用するぱあいは食費が加わるが，夫婦
二人で月額15万円前後である点は，訪問した温泉地のマンションのぱあい
も，別荘地の集合住宅のぱあいもほとんど変わりなかった。だが，前述の
ように分譲と利用権の購入価格にある程度の差があるように，入居者の社
会階層にも差がある。マンションの方は経営者出身がもっと多いのに対し，
コミュニティの方は公務員出身がもっとも多い。しかし，いずれも中流以
上の職業を前職とし高学歴者が多い点はランチョ・バーナードのぱあいと
同じである。さらに，日本の高齢者のぱあいも比較的大型の海外旅行など
がふえつつある点で，日米の消費水準は接近しつつある，と承てよい。だ
が，ランチョ．バーナードのMargohin氏などのような現在でも比較的
高額の所得者が少ない点が異なっている。また，所得源でも年金を中心と
し貯蓄の引出しが多い点は似ているが，ランチョ・バーナードの方が自己
資金をふやそうとする投資行動により熱心だったように思われる。
さらに日本の有料老人ホームの高齢者に特徴的なのは，その入居動機に
135 
示される精神的姿勢であろう。ランチョ・バーナードのぱあいは，前述の
ように大きな家屋の維持を嫌って，それを売却し，移住してきたわけだ
が，その点は大なり小なり類似しているとしても，アメリカの高齢者は健
康を損ね，身回りのことが自分でできなくなったら，そのとぎはナーシン
グ・ホームなり病院なりに移ると割切って，その日々を楽しく過そうとし
ているのに対し，日本の高齢者はかなり異なった姿勢をとっている。彼ら
の入居動機は「将来の不安」という理由がかなり多い。その内容は健康状
態の悪化であり，'二1分あるいはつれあいの健康が衰えたぱあい,なんらかの
介護が期待できることが大きな入居理由になっているのである。したがっ
て，そうした考えのきっかけは，なかには家族関係の問題もからむケース
もあるだろうが，より直接的には自分あるいはつれあいが病気になった経
験に結びついているのである'0)。日本人はより取越し苦労症なのだろうか。
１０）前掲「有料老人ホーム実態調査」８３年を糸よ・さらに，日本老人福祉財団
「老人福祉研究」第５巻でも，より立ち入った調査結果が報告されている。
このようなニーズが中心になっているために，マンションでは健康診断
のサービスに力点を置き，病院との連係を保っているし，とくにコミュニ
ティの方は病院と特別養護老人ホームとをコミュニティ内で兼営している
のである。現に，入居条件はいずれも自分で身回りのことができることに
あるのに，とくにコミュニティの方でしだいに介護を必要とするケースが
ふえてきているようである。全国的には付設の診療所などの経営難が伝
えられるのも，そのためだろう。その面では，アメリカのRetirement
Ｈｏｍｅと同様な問題が発生しつつあるわけである。
ただし，今後は'三1本の１１コ流以上の高齢者のパーソナリティもしだいに変
化し，アメリカ型に似てくることも予想されるだろう。そうなればそうな
ったで，これまでみてきた有料老人ホームの不十分な諸点に加えて，もっ
と新しい欠陥が浮彫になってくるかも知れない。いずれにせよ，有料老人
ホームの現状を改善することは，いまだに個室方式さえ十分に普及してい
ない公的老人ホームの化活様式を向上させる－つの動因としても有意義な
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効果を持つに違いないのである。
〔後記〕ランチョ・バーナードなどには何回となく訪問することになったが，ドなどには何回となく訪問することになったが，その
際，田中道博君には思いがけず大変お世話になった。同君は雑誌『法政』８５
年６月号の拙文にも登場してもらったが，ボストンのパークリー音楽院で音
楽業界の経営などについても研究してきたせいか，アンケート調査票の設計
まで含めて大変協力してもらった６記して謝意を表しておきたい。
